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令和７年度島根県公立高等学校入学者選抜について 

 

  令和７年度島根県公立高等学校入学者選抜は「令和７年度島根県公立高等学校入学者選抜の基本方

針」及び「令和７年度島根県公立高等学校入学者選抜実施要綱」に基づいて，39校（全日制課程36校 

（分校含む）71学科,入学者定員5,043人，定時制課程３校８学科（部）入学者定員360人）で行われた。 

その概要は次のとおりである。               

 

１ 入学者選抜の基本方針について            

令和７年度島根県公立高等学校入学者選抜の基本方針 

 

                                                              島根県教育委員会 

                                                              松江市教育委員会 

１ 選抜全般について 

 (1) 一般入学者選抜，特色入学者選抜（総合入学者選抜，中高一貫教育校(連携型)に係る入学者選

抜，スポーツ推進指定校入学者選抜）を実施する。 

  ア 一般入学者選抜においては，出願後１回に限り志願変更を認める。 

  イ 一般入学者選抜における合格発表の時点で，欠員が生じた全ての学校・学科において，第２次募集

を実施する。 

  ウ 総合入学者選抜は，定時制・通信制課程を除き，全日制課程の全ての学科において実施することと

し，その募集人員は，体育科を除き当該学科の入学定員の１０～４０％程度までで各学校が定めること

とする。 

  エ 総合入学者選抜，中高一貫教育校(連携型)に係る入学者選抜，スポーツ推進指定校入学者選抜

においては，各高等学校が「求める生徒像」をもとに出願資格や出願書類を定め，各校において適正

な選抜を実施する。 

 (2) 県外からの合格者上限４名を超える高等学校の生徒の募集については，別に定める。 

 (3) 松江市内，出雲市内にある県立高等学校全日制課程４校（松江北高校，松江南高校，松江東高

校，出雲高校）の普通科については，地域外の合格者の割合を入学定員の１０％（出雲高校は５％）

以内に制限する。ただし，総合入学者選抜及びスポーツ推進指定校入学者選抜においては，地域外

入学制限を適用しない。 

 (4) 通信制課程においては，前期（４月）入学及び後期（１０月）入学のための選抜を実施する。 

 

２ 一般選抜学力検査について 

 (1) 問題作成 

  ア 学力検査問題は，島根県教育委員会及び松江市教育委員会において作成する。 

  イ 学力検査問題の作成にあたっては，委員等の人選及び作業の過程について細心の注意を払うこと

とする。 

 (2) 出題方針 

  高等学校教育を受けるに足る資質と能力が正しく判定でき，かつ，中学校教育をゆがめることなく，そ

の充実に資することができるよう十分留意して，次の方針により出題する。 

  ア 中学校学習指導要領に示されている各教科の目標・内容に即して，問題の内容と程度を定める。 



  イ 単に知識や技能を問うのみでなく，知っていること・できることをどう使うかという観点で思考力，判

断力，表現力等を問うことのできる問題を作成する。 

 (3) 学力検査の実施 

  ア 実施教科 

    中学校の国語，社会，数学，理科，英語の５教科で実施する。 

  イ 実施期日 

    令和７年３月５日（水） 

    公立高等学校全日制課程，定時制課程について，一斉に実施する。 

  ウ 学力検査場 

    公立高等学校を学力検査場にあてるとともに，その管理は，各高等学校に設ける学力検査実施委員

会が担当する。 

    受検者は志願先高等学校で受検する。ただし，特別な事情により最寄りの学力検査場で受検を希望

する者については，最小限の特別措置を図ることとし，これについては別途指示する。 

  エ 実施時間・配点 

    実施時間は各教科５０分とし，配点は１教科５０点満点，合計２５０点とする。 

 (4) 採点 

   採点場は，別に定める公立高等学校とし，採点者には採点場ごとに設ける学力検査実施委員会の委

員をあてる。 

 (5) 追検査 

   実施期日は令和７年３月１１日（火）の１日とし，面接及び実技を実施する場合もこの日のうちに行う。

なお，実施教科及び実施時間は本検査と同じとする。ただし，対象者は学力検査当日の特別措置によっ

ても対応できず，やむを得ず欠席した者とする。 

３．その他 

    この基本方針に定めるもののほか，必要な事項は，令和７年度島根県公立高等学校入学者選抜実

施要綱で定める。 

 

２ 特色入学者選抜（総合入学者選抜，中高一貫教育校(連携型)に係る 

入学者選抜，スポーツ推進指定校入学者選抜） 

 

入学願書の受付は，令和７年１月８日（水）から１月1０日（金）1７時までの間に行われ，令和７年１月30日

（木）に合格内定が通知された。 

 

（１） 総合入学者選抜（総合選抜） 

今年度36校71学科（昨年度の推薦選抜は35校64学科）で募集し，36校71学科（昨年度の推薦選抜は

34校62学科）で行った。 

募集人員は，体育科を除き当該学科の入学定員の１０～４０％程度までで各学校が定めることとし（表１），

各高等学校が「求める生徒像」をもとに出願資格や出願書類を定め，各校において適正な選抜を実施した。 

この募集に対して本年度は2,675人（昨年度の推薦選抜872人）の出願者があり，1,697人（昨年度の推

薦選抜779人）が合格した。 

 



 

 表１ 総合選抜募集人員（％は入学定員に対する比率を示す） 

総合選抜募集人員          学 校 名（学 科 名） 

６０％ 大社高等学校  （体育科） 

４０％ 

安来高等学校  （普通科）         出雲農林高等学校（全学科） 

情報科学高等学校（全学科）       邇摩高等学校  （総合学科） 

松江南高等学校 （探究科学科）    島根中央高等学校（普通科） 

松江東高等学校 （普通科）        矢上高等学校  （全学科） 

松江工業高等学校（全学科）       江津高等学校  （普通科） 

松江商業高等学校（全学科）       江津工業高等学校（全学科） 

松江農林高等学校（全学科）       浜田高等学校  （全学科） 

大東高等学校  （普通科）         浜田水産高等学校（全学科） 

三刀屋高等学校 （総合学科）      益田翔陽高等学校（全学科） 

平田高等学校  （普通科）         吉賀高等学校  （普通科） 

出雲高等学校  （全学科）         津和野高等学校 （未来共創科） 

出雲工業高等学校（全学科）       隠岐高等学校  （普通科） 

出雲商業高等学校（全学科）       隠岐水産高等学校（全学科） 

３５％ 
浜田商業高等学校（全学科） 

隠岐島前高等学校（全学科） 

３０％ 
横田高等学校  （普通科） 

松江市立皆美が丘女子高等学校（全学科） 

２５％ 
飯南高等学校  （普通科） 

大社高等学校  （普通科） 

２０％ 隠岐高等学校  （商業科） 

１６％ 松江南高等学校 （普通科） 

１５％ 
三刀屋高等学校掛合分校（普通科） 

大田高等学校（全学科） 

１０％ 
松江北高等学校（全学科） 

益田高等学校 （全学科） 

 

 

（２） 中高一貫教育校（連携型）に係る入学者選抜（中高一貫特別選抜） 

中高一貫教育校（連携型）に係る入学者選抜（以下「中高一貫特別選抜」という。）は，平成13年度に中高

一貫教育を導入した飯南高等学校と吉賀高等学校で平成14年度入学者選抜から実施された。 

  飯南高等学校は頓原中学校又は赤来中学校，吉賀高等学校は柿木中学校，吉賀中学校又は六日市中学

校に在籍する生徒を対象として，学力検査を用いない入学者選抜を実施し，飯南高等学校に19人（昨年度29

人），吉賀高等学校に11人（昨年度17人）の出願があり，飯南高等学校19人（昨年度29人），吉賀高等学

校11人（昨年度17人）が合格した。 



（３） スポーツ推進指定校入学者選抜（スポーツ特別選抜） 

 スポーツ推進指定校推薦入学者選抜（以下「スポーツ特別選抜」という。）は，体育系の部活動の活性化を

図るとともに，優秀な選手を育成し競技力を向上させ，また県内におけるスポーツ活動を活性化して生涯 

スポーツの発展を図るため平成14年度から実施しているものである。令和３年度選抜より重点校の見直しに

伴い，令和７年度入学者選抜においても，スポーツ特別選抜実施校及び実施競技の見直しがなされた。表２の

指定競技・実施校において募集したところ，101人（昨年度49人）が出願し，99人（昨年度49人）が合格した。 

 

表２ スポーツ特別選抜実施校及び指定競技 

実 施 校
 指  定  競  技 

男  子 女  子 

安 来 高 等 学 校 
バ レ ー ボ ー ル 

フ ェ ン シ ン グ 

バ レ ー ボ ー ル 

フ ェ ン シ ン グ 

松 江 南 高 等 学 校
 

 ソ フ ト テ ニ ス 

松 江 東 高 等 学 校 

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 

ア ー チ ェ リ ー 

ロ ー イ ン グ （ ボ ー ト ） 

 

ア ー チ ェ リ ー 

ロ ー イ ン グ （ ボ ー ト ） 

松江工業高等学校 

バ レ ー ボ ー ル 

レ ス リ ン グ 

ソ フ ト テ ニ ス 

フ ェ ン シ ン グ 

 

松江商業高等学校 

 

 

サ ッ カ ー 

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 

バ ド ミ ン ト ン 

大 東 高 等 学 校 ビーチバレーボール  

横 田 高 等 学 校 ホ ッ ケ ー ホ ッ ケ ー 

三 刀 屋 高 等 学 校 ソ フ ト ボ ー ル ソ フ ト ボ ー ル 

平 田 高 等 学 校 柔 道 柔 道 

出 雲 高 等 学 校 弓 道 弓 道 

出 雲 工 業 高 等 学 校 
自 転 車 

ア ー チ ェ リ ー 

自 転 車 

ア ー チ ェ リ ー 

出雲農林高等学校 
ウ ェ イ ト リ フ テ ィ ン グ

カ ヌ ー 

ウ ェ イ ト リ フ テ ィ ン グ 

カ ヌ ー 

大 社 高 等 学 校 

サ ッ カ ー 

剣 道 

体 操 

陸 上 競 技 

 

剣 道 

体 操 

陸 上 競 技 

島根中央高等学校 カ ヌ ー カ ヌ ー 

江 津 高 等 学 校 
水 球 

ハ ン ド ボ ー ル 

 

ハ ン ド ボ ー ル 

江津工業高等学校 ロ ー イ ン グ （ ボ ー ト ）  

浜 田 高 等 学 校 体 操 体 操 

隠岐島前高等学校 レ ス リ ン グ レ ス リ ン グ 

隠 岐 水 産 高 等 学 校 
ヨ ッ ト 

相 撲 

ヨ ッ ト 

 



３  一 般 選  抜 

 

（１） 出願状況 

入学願書の受付は，令和７年２月３日（月）から令和７年２月６日（木）12時までの間に行われた。 

入学定員から特色選抜の合格内定者数を除いた一般選抜募集定員3,577人（全日制3,217人， 

定時制360人）に対して，2,795人（全日制2,667人，定時制128人）が出願した。 

志願変更の受付は, 令和７年２月10日（月）から令和７年２月13日（木）17時までの間に行われた。 

他の学校に志願変更した者は37人（昨年度38人），同一学校の他の学科に志願変更した者は９人 

（昨年度15人）であった。この結果,志願変更後の第１志望学科への出願状況は表３のとおりであった。 

 

 

表３ 出願者の状況（志願変更後） 

                               （ ）内は令和６年度選抜の数字 

種別 

 

課程 

 

入学定員 

 

特色選抜等 

合格内定者 

(注１) 

一般選抜 

募集定員 

(注２) 

志願変更後 志願変更前 

一般選抜 

出願者数 

対募集定員競

争率(注３) 

一般選抜 

出願者数 

全日制
 5,043 

(5,043) 

1,826 

(874) 

3,217 

(4,169) 

2,667 

(3,481) 

0.83 

(0.83) 

2,665 

(3,481) 

定時制
 360 

(360) 

－ 

(－) 

360 

(360) 

128 

(182) 

0.36 

(0.51) 

130 

(182) 

計
 5,403 

(5,403) 

1,826 

(874) 

3,577 

(4,529) 

2,795 

(3,663) 

0.78 

(0.81) 

2,795 

(3,663) 

        注１ 令和６年度は推薦選抜，中高一貫教育校に係る特別選抜，スポーツ特別選抜の合格内定者の合計 

        注２ 入学定員から特色選抜合格内定者数を除いたもの 

        注３ 一般選抜出願者数を募集定員で割ったもの 

  

（２） 受検状況 

 令和７年度島根県公立高等学校入学者選抜学力検査は，令和７年３月５日（水）県内36会場において，国

語，数学，社会，英語，理科の順に各教科50分，１教科50点満点，合計250点で行った。 

今年度の一般選抜の受検者数は2,585人，欠席者数は出願者の7.5％に当たる210人であった。欠席の

理由は表４に示したとおりであるが，本年度も高専等合格のため受検を辞退した者が大半を占めている。 

なお，欠席者のうち病気等による追検査の対象者に対しては，令和７年３月11日（火）に追検査を実施した。 

 

 

 
表４ 欠席者数と欠席理由 

                                   (  )内は令和６年度選抜の数字   

種別 

 

課程 

欠席者数 
欠 席 理 由 

病 気 
松 江 高 専 
合 格 者 

県 内 私 立 
合 格 者 

県外高校等 
合 格 者 

就 職 
 

その他 
 

全日制 
204 

(186) 

15 

(25) 

107 

(116) 

44 

(20) 

25 

(21) 

0 

(0) 

13 

(4) 

定時制 
6 

(18) 

2 

(2) 

0 

(0) 

1 

(5) 

1 

(1) 

0 

(0) 

2 

(10) 

計 
210 

(204) 

17 

(27) 

107 

(116) 

45 

(25) 

26 

(22) 

0 

(0) 

15 

(14) 

 



（３） 選抜方法 

 「高等学校長は，受検者については，出身中学校等の校長から提出された個人調査報告書，学力検査成績，

自己申告書等に基づいて，各高等学校，学科等の特色に配慮しつつ，その教育を受けるに足る能力・適性等を

判定して選抜する」（入学者選抜実施要綱より）という入学者選抜の基本方針に基づいて選抜を行った。 

個人調査報告書と学力検査の比率については，80:20，70:30，60:40，50:50及び40:60の中から各 

高校が学科ごとに選択決定することとしている。 

今年度は39校（分校及び併設定時制を含む）のうち，70:30が１校（昨年度１校），60:40が16校(昨年度

16校），50:50が15校（昨年度15校），40:60が８校（昨年度８校）であった（学科により比率が異なる学校

あり）。 

この比率に基づいて総点を算出するが，60:40の場合，個人調査報告書の「学習の記録」を51点，「特別活

動の記録」を９点の計60点に，さらに学力検査（１教科50点満点，合計250点）の成績を40点に換算し，合計

100点満点となるよう点数化する。 

平成15年度から，学力検査後に面接及び実技検査を実施する場合には，各学校が10点を限度として総点

に加え選抜の資料にすることができることとしている。 

    

（４） 傾斜配点   

 「学校・学科の特色に応じた学力をみるために，学力検査の特定の教科の得点を重くみる傾斜配点」は昭和

62年度から導入しているが，今年度実施した学校はなかった。 

 

（５） 合格状況及び第２次募集 

合格発表は令和７年３月14日（金）,合格者一覧掲載サイトで行われ，特色選抜の合格内定者を含め 

4,303人（全日制4,179人，定時制124人）が合格した。 

令和７年３月14日（金）の合格発表の時点で，入学定員に欠員がある全日制課程及び定時制課程の各学

校・学科では第２次募集を実施した。令和７年３月19日（水）に，個人調査報告書，一般選抜学力検査の結果，

作文，面接結果等の資料を基にして総合的に選抜を行い，32人（昨年度34人）が受検し29人（昨年度 

27人）が合格した。なお，第２次募集までの合格者を含めると，最終的な合格者数は，表５に示すとおり 

4,332人（全日制4,205人，定時制127人）であった。 

 

表５ 合格者の状況 

                                    （ ）内は令和６年度選抜の数字 

種別 

 

課程 

合 格 者 数  合格者 合格者のうち 

地域外 

対象人数 

特色選抜 

 

一般選抜 

 

第２次募集 

 

総数 

 

県内 

 

県外 

海外 

全日制
 1,826 

(874) 

2,353 

(3,205) 

26 

(21) 

4,205 

(4,100) 

3,995 

(3,906) 

210 

(194) 

31 

(52) 

定時制
 － 

－ 

124 

(153) 

3 

(6) 

127 

(159) 

127 

(159) 

0 

(0) 

－ 

－ 

計
 1,826 

(874) 

2,477 

(3,358) 

29 

(27) 

4,332 

(4,259) 

4,122 

(4,065) 

210 

(194) 

31 

(52) 

 

 

 



４  学 力 検 査 

 

（１） 出題方針 

学力検査問題の作成にあたっては，中学校学習指導要領に示されている各教科の目標に沿って，平素の 

学習で積み上げられた受検者の学力が十分に判定できるように，問題内容を精選して出題した。出題形式は，

単なる知識の検査にならないように，思考力，判断力，表現力等をみるために記述式，論述式の問題を出題 

した。また，身近なものを題材とした問題作成に努めた。放送による聞き取りの問題については，英語において

実施した。 

県内中学校・高校の各教科を担当する教員を対象とした学力検査に対する意識調査（学力検査の難易度

及び分量について）の結果は表６のとおりであった。 

 

（２） 得点状況 

学力検査の得点状況は，表７，表８に示すとおりであった。５教科総合の平均点は125.0点で昨年度より 

10.1点低かった。 

教科別の平均点は，国語が25.4点（昨年度より－3.1点），社会が26.9点（昨年度より－0.5点），数学が 

22.1点（昨年度より-4.7点），理科が25.2点（昨年度より±0点），英語が25.8点（昨年度より-1.5点）で 

あった。表９は得点の分布状況をグラフに示したものである。 

 

 

表６ 各教科を担当する教員の学力検査に対する意識調査結果（単位：％） 

教科 校  種 

内容の程度 問題の分量 

 もっと 
 下げる 

ほぼ適当 
 もっと 
 上げる 

 多  い ほぼ適当  少ない 

国 語 
中学校 
高  校 

21.7 

26.3 

77.2 

73.7 

1.1 

0.0 

34.8 

57.9 

65.2 

42.1 

0.0 

0.0 

社 会 
中学校 
高  校 

1.1 

0.0 

93.5 

100.0 

5.4 

0.0 

5.4 

2.6 

92.5 

97.4 

2.1 

0.0 

数 学 
中学校 
高  校 

3.2 

2.6 

91.4 

97.4 

5.4 

0.0 

8.6 

10.5 

91.4 

89.5 

0.0 

0.0 

理 科 
中学校 
高  校 

2.2 

14.3 

93.4 

80.0 

4.4 

5.7 

4.4 

2.8 

95.6 

94.4 

0.0 

2.8 

英 語 
中学校 
高  校 

2.1 

5.3 

92.5 

94.7 

5.4 

0.0 

3.2 

2.6 

94.6 

94.8 

2.2 

2.6 

 

表７ 平均点・標準偏差・最高点・最低点 

項目 平均点 標準 

偏差 
最高点 最低点 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 平均点 
最高点 最低点 

教科 令和７年度 教科 令和６年度 

国語 25.4 7.6 46 3 国語 28.5 48 1 

社会 26.9 9.4 49 4 社会 27.4 49 2 

数学 22.1 10.2 48 0 数学 26.8 50 0 

理科 25.2 9.6 49 0 理科 25.2 50 0 

英語 25.8 11.7 50 1 英語 27.3 50 0 

総得点 125.0 43.5 231 12 総得点 135.1 231 14 

 

 



表８ 総得点分布 

得 点 令和７年度 令和６年度 

 220点以上 5 35 

200～219 82 246 

180～199 223 378 

160～179 318 486 

140～159 397 500 

120～139 389 523 

100～119 401 487 

80～ 99 331 346 

60～ 79 271 267 

 60点未満 174 191 

計 2,591 3,459 

 

表９ 得点の相対度数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


